
第 41回 千葉市小学生大会 

 

・日時 H２８年２月２１日（日） ・天候 晴れ 

・場所 フクダ電子スクエア 人工芝 

 

決勝 １１時３０分キックオフ 

 

JSC CHIBA １ VS ０ WINGS U-12 

０－０ 

１－０ 

 

WingsU-12（以下Wings）kick offでスタート。両チーム試合の立ち上がりはシンプルに FWの裏

を狙うボールが多くなる展開となった。 

ファーストシュートは JSC CHIBA（以下 JSC）前半 3分 9番藤野君のシュート。Wings DFに当

たり跳ね返ったところを 4番上田君がシュートを放つがWings GK畠君がキャッチ。 

この攻撃以降 JSC は持ち味のドリブルでのプレーが多くなりペースを握ろうとする。Wings はプ

レスからボールを奪うと FWの裏を狙う。ペナルティーエリア付近で混戦になったところ 56番江

口君がシュートを放つもバーの上を超える。 

18分Wings 56番江口君から 34番福崎君へターンからGKと 1対 1になるも JSC GK坂上君が

ナイスセーブ。JSC はこの守備からすぐに縦へカウンター、10 番の岩瀬君がシュートを放つがボ

ールは枠の外へ。JSC、Wings共にチャンスを生かせず前半終了。 

後半に入ってもどちらも主導権を握れない展開が続く。縦へ早く攻める Wings に対し、JSC はボ

ールを跳ね返す。互いにルーズボールの奪い合いになる。 

後半 8分Wings は中央の 29番小林君から左サイドの 36番長谷川君と繋ぎシュートを放つも枠の

外。 

後半 12分 JSCはWingsの縦パスをカットすると左へ 4番上田君がシュートを放つもWings 1番

四戸君キャッチ。 

JSC は 16 分左サイドから 11 番浅野君がドリブルで仕掛けると後ろから倒され PK 獲得。JSC 9

番 藤野君が右隅に落ち着いて決めて先制点を奪う。 

Wingsも縦に早く攻撃を続ける、Wings 44番赤金君がドリブルで仕掛けるが、JSC DFに右サイ

ドの攻撃を封じられる。Wings は 19 分 35 番法量君から 38 番加福君がシュートを放つも枠の外。 

それからも Wings の縦への攻撃をしっかりと JSC は跳ね返しタイムアップ、第 41 回千葉市小学

生大会は JSCの優勝が決まった。 

小学生大会最後の試合にふさわしく激しい攻防がみられ、サポーターも興奮したゲームではなかっ

たかと思います。 

稲毛区サッカー協会  宮本裕太 



第４１回 千葉市小学生サッカー大会 

 

 

・日時 H２８年２月２１日（日） ・天候 晴れ 

・場所 フクダ電子スクエア 人工芝 

 

 

準決勝第一試合 ８時３０分キックオフ 

 

 

WINGS U-12 １ VS ０ ジョカーレ FC 

０－０ 

１－０ 

 

 

ジョカーレ FC（以下ジョカーレ）の KICKOFFでスタート。ファーストシュートは２分ジョカ

ーレ１４番高橋優音君のミドルシュート、立ち上がりは動きの硬いWINGS U-12（以下

WINGS）に対し前からプレスをかけるジョカーレがボールを奪いショートカウンターを仕掛け

チャンスを作る展開。中ごろに入り硬さのとれたWINGSが４０番矢倉優希君、３４番福崎袖人

君を中心にチャンスを作り１０分WINGS３０番塩田匠君のミドルシュートなどで流れをかえて

いきWINGSはポゼッションからのサイド攻撃、ジョカーレは粘り強く守りカウンターという構

図になるが終了間際ジョカーレ２３番山本大輝君のミドルシュート、ボレーシュート、１０番古

川一樹君のミドルで立て続けにチャンスを作るも決めきれず前半終了。 

後半はスタートからWINGS４１番宮崎咲也君のロングフィードから３５番法量流泉君の中央

突破、ジョカーレ１０番古川一樹君の右サイド突破とチャンスを作る中ファーストシュートは５

分WINGS４３番五月女真輝君のミドルシュート。後半はお互いにコンパクトな中盤での攻防か

らストロングポイントを活かしスピードのある選手にボールを入れチャンスを作る展開で１０分

ジョカーレ１０番古川一樹君のミドルシュート、１３分WINGS右サイドからショートパスをつ

なぎペナルティーエリアに侵入、１５分WINGS４５番植松悠君のシュートなどで見せ場を作り

ついに１７分均衡が破れるシュートをWINGS４４番赤金龍之輔君がカウンターから右サイドを

突破しゴールの左サイドネットに突き刺す。終了間際ジョカーレも猛攻を仕掛け１８番金子光汰

君の突破などから立て続けにコーナーキックを得るも決めきれず終了、１－０でWINGSが決勝

へコマを進めた。 

両チームとも落ち着いてゲームを進行する中で長所を活かすという考えられたグループ、個々

としてのレベルの高さを感じられたゲームでした。 

 

 

 

 

  

                              稲毛区サッカー協会 

                                     八木 秀尚 



第４１回 千葉市小学生サッカー大会 

 

 

・日時 H２８年２月２１日（日） ・天候 晴れ 

・場所 フクダ電子スクエア 人工芝 

 

 

準決勝第二試合 ９時３０分キックオフ 

 

 

JSC CHIBA ５ VS ０ フロインツ 

 ５－０ 

 ０－０ 

 

 

フロインツの KICKOFFからスタート。 

硬さの見られるフロインツに対し JSC CHIBA（以下 JSC）が始めから猛攻を仕掛ける。JSC

は８番二瓶剛徳君の突破から FKを獲得し決められなかったが、５分素早いターンから９番藤野

和哉君がシュートを決め先制、その後も JSCがマイボールを大事に攻めフロインツが粘り強く守

る展開で１０分 JSC９番藤野和哉君がカウンターから２点目、１２分８番二瓶剛徳君のループシ

ュートで３点差に広げる。フロインツの心が折れてしまうかと思われたがそこから１０番高橋歩

汰君、１２番鷹羽陸君、１４番小森林孝太郎君を中心にチャンスを何度も作りゲームの流れを変

えるが１８分フロインツゴール前の混戦から痛恨のオウンゴール、２０分 JSCコーナーキックか

ら９番藤野和哉君がハットトリックとなるヘディングシュートを決め５点差で前半終了。 

 試合を諦めていないフロインツは後半立ち上がり前線からプレスをかけ JSC陣地でボールを奪

いゴールへ向かう。後半ファーストシュートはフロインツ、９番佐藤翼君が右サイドを突破しセ

ンタリング２４番小日向直樹君が合わせるもキーパー正面、JSCのファーストシュートは８分細

かいパス交換から４番上田玲哉君がシュートするもフロインツ GK吉野勇人君のセーブにより決

められず。その後は一進一退の攻防が続きお互いチャンスらしいチャンスは作れずすすむが試合

終盤フロインツがカウンターから２４番小日向直樹君がドリブル突破、JSC１３番高橋大君がチ

ャンスを作るも決められず終了。 

 試合の前半で勝負の行方が決まった感じになってしまったがフロインツもあきらめず後半は無

失点とゲームの中で修正できた事は評価できると思います、JSCは終始落ち着いてマイボールを

大事にしゲームを進めることで結果に結びつけたと感じました。 

 

 

 

 

稲毛区サッカー協会 

八木 秀尚 
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